
 出雲敏太郎  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

１ より実効性のある「防犯のまちづくり」について 

（３０分） 
 

鶴ヶ島市防犯のまちづくり推進条例が施行され、１年が経過し

ました。この条例では、基本理念として「市、市民等及び関係機関

が、自らの地域は自らで守るという防犯に関する意識を持ち、そ

れぞれが人権を尊重しつつ、役割を分担し、密接な連携を図りな

がら協働することにより、自主的な防犯活動が積極的に推進され

る地域社会を実現すること」を掲げています。 

また、市は、 

(1) 防犯に関する意識の啓発及び情報提供に関すること。 

(2) 自主的な防犯活動に対する支援に関すること。  

(3) 防犯を目的とした環境の整備に関すること。  

(4) その他防犯のまちづくりを推進するために必要な事項に関 

すること。 

を基本として、防犯のまちづくりに関する施策を策定し、実施す

ることを市の責務として定めています。 

１年が経過し、現場における実効性を点検する観点から、以下

について伺います。 

 

（１）防犯カメラの設置状況は。 

（２）防犯に関する啓発や情報提供の現状は。 

（３）脚折近隣公園のトイレは駐車場のすぐ脇に位置し、トイレ 

に面した道路には常態化する路上駐車、トンネルの

存在などの構造的死角が累積しています。そのため、

保護者が誘拐等のリスクからトイレを「こどもに利

用させない」といった事態が発生しています。市の現

状の認識と対策は。  

（４）自治会に対する防犯カメラ設置費用の補助件数は。 

（５）防犯灯の設置は自治会長からの設置要望に基づき判断され

るシステムとなっています。自治会未加入者への対応は。 

 

 

２ 特定外来生物クビアカツヤカミキリに対する広域か

つ能動的な防除について        （１５分） 
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出雲敏太郎  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

昨年、市で管理する桜に初めて特定外来生物クビアカツヤカミ

キリによる被害が確認され、今後の方針等ついて質問しました。

答弁では、防除計画を策定し、桜を管理する各部署において薬剤

注入等の対策を行うとのことでした。一方、クビアカツヤカミキ

リの年間移動距離が最大で約３ｋｍとのことで、市内だけで対策

をしても、被害が拡大するであろうことは予想に難くありません。

したがって、近隣市町と連携し、面で対策を行うことと同時に、

民地にある桜についても同様に対策を行うことが重要と思われま

す。 

 

（１）昨年度の被害状況と取組の進捗状況は。  

（２）成虫の移動能力を踏まえた、近隣自治体との一斉

防除に向けた連携の現状は。  

 

 

３ 学校における実効性のある盗撮防止策と安心の醸成

について              （１５分） 
  

令和７年９月に策定された「鶴ヶ島市立小・中学校における盗

撮防止等ガイドライン」に基づき、各学校では児童生徒のプライ

バシーと安全を守るため、環境整備や点検に努められているとこ

ろです。 

一方、教員の不祥事が報道されると、「こどもの通う学校は大丈

夫なのか」と思う保護者の心情も理解できます。したがって、本

ガイドラインの運用にあたっては、実効性のある取組は勿論のこ

と、保護者が信頼してこどもを預けられる安心感の醸成及び多感

な時期にある児童生徒への適切な心理的配慮が何より重要と考え

ます。学校現場の取組を保護者やこどもの安心へと繋げる観点か

ら、以下について伺います。 

 

（１） 学校現場における盗撮防止策について、実施状況及びその

実効性に対する認識は。 

（２）保護者や外部への情報提供、周知の現状は。 
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